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研究成果の概要： 
計画の 2年間でモンゴル科学アカデミーに収蔵され、荒廃していた標本の整理とデータベー
ス化をおこなった。これにより、研究活用の可能性が大幅に改善された。また、これまでの研
究成果をモンゴル自然誌博物館において展示する一方、東京大学総合研究博物館においても展
示を開催した。日本とモンゴルの共同研究は学術論文として公表されるだけでなく、両国の市
民、さらには博物館を訪問した多くの海外訪問者にも紹介された。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成19年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

平成20年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：情報科学 
科研費の分科・細目：時限付き分科・博物館学 
キーワード：博物館、動物、生態学、国際研究者交流、モンゴル 
 
 
１．研究開始当初の背景 
過去 10 年ほどのあいだに日本国内で大学
博物館が設立され、研究成果の収集、展示が
充実してきたことは大きな成果であった（西
野、2000）。それぞれの大学博物館では独自
のカラーを保ちながら、一方でデータベース
の共有化など横のつながりにも努力してき
た。これらの活動に大学博物館第一号であっ
た東京大学総合研究博物館が果たした役割
は大きい。大学博物館の活動においては国内
外の野外研究によって得られたデータと標

本群が持ち帰られ、それらがキュラトリアル
ワークによって標本化され、展示されてきた。
これは通常の研究が学会で発表されたり、論
文制作されて完了とされてきたのに対して、
成果を広く社会に発信するという意味で意
義深いことである（西野、1996）。 
申請者が属する東京大学総合研究博物館
の研究者はアジアを中心に海外調査をおこ
ない、多大な研究成果を挙げてきた。その成
果は本館において展示されるのにとどまっ
ていたが、最近になってこれを打ち破るべく、
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学外において機動性をもつ「モバイル・ミュ
ージアム」をおこない、好評を得て来た。こ
の機動性を活用すれば、海外においても展示
も可能であるに違いない。ただしこれまでの
モバイル・ミュージアムは海外で展示がおこ
なわれたことはなく、これが実現すれば野外
調査で多大な貢献をして頂いている対象国
への成果の還元という意味でも大きな意義
を有している。そしてそのほかの多くのアジ
ア諸国における博物館と同様の恊働をする
ことによってネットワークを構築し、博物館
間の基準化をはかる。これを実現することに
より、展示することが新たな研究アイデアを
産み、異なる国が恊働することがさらに深い
研究を創出することが期待される。 
 
 

 
東京大学総合研究博物館が核となっ
てアジア圏博物館ネットワークを構
築する 

 
 
 
２．研究の目的 
東京大学総合研究博物館では、過去 10 年
間の研究活動と展示活動の経験をふまえ、上
記の背景から本館の研究者がとくに野外調
査の経験が豊富なアジア圏において、国外展
示とそのための学術標本の交流を進めるべ
きであるという意志が強くなり、これまでそ
の基盤作りをおこなってきた。このプロジェ
クトはアジア圏を広くカバーするものであ
るが、本計画では最も実現性の高い国のひと
つであるモンゴル国を例にとり、標本整備と
展示をおこなうことを目的としている。 
本研究は大学における第一級の研究を広く
一般に発信するという大学博物館の使命の
具体的活動のうち、先進国によっておこなわ
れた成果を国内で展示するという、従来の
「開発途上国から先進国へ」という流れに、
それを「開発途上国に還元する」という逆向
きの流れを作るというこれまでの日本の博
物館にまったくなかった発想に立脚すると
いう点に独創性がある（下図）。 

 

 

 

 

データや試料を持ち帰って論文を書
くことから、それを展示公開する段階
を経て、展示公開を「母国」に還元す
るという流れを作る。 

 
 
データや試料を持ち帰って論文を書くこ
とから、それを展示公開する段階を経て、 
展示公開を「母国」に還元するという流れを
作る。 
 この独創性はアイデアとしてはありうる
が、これまで東京大学総合研究博物館の研究
者によっておこなわれてきた１）アジア圏に
おける営々たる野外調査と２）その成果のキ
ュラトリアルワーク、そして３）標本と研究
に新たな命を与える展示の経験がなければ
実現ができない。これら３つの要素の統合に
関しては国内で東京大学総合研究博物館が
最も大きな成果をあげてきた点であり、この
ことに大きな特色がある。その足がかりとな
るモンゴルにおいて本計画が実施されれば、
これまでのモンゴルにおける標本収集の充
実と日本−モンゴルの生態学研究のレベルの
高さ（Campos-Arceiz and Takatsuki, 2004, Ito, 
Takatsuki et al. 2005）を、モンゴルの一般市民
に知るところとなり、その文化的価値はきわ



 

 

めて高いものとなるであろう。またわが国の
展示技術はそれらの標本群のみならず、動植
物の生態学的知見をデジタル技術を含めて
ディスプレーすることが可能であり、モンゴ
ル市民のみならずモンゴルの研究者を驚嘆
せしめることは確実である。このような動き
はアジア圏の博物学の振興に大きな刺激と
なり、文化的に大きな進展をもたらすことが
期待される。 
 
 
３．研究の方法 
初年度は分担者である高槻が過去数年間
共同研究を進めて来たモンゴル科学アカデ
ミーとモンゴル自然史博物館との恊働活動
として、標本の整理とデータベース構築を行
う。モンゴルにおいては 1992 年の体制変化
によって旧ソ連時代の標本が混乱状態にあ
り、その整備が必要であるが、経済的な理由
からまったく進んでおらず、急速に劣化して
いる。そこで、これらの標本の現状を把握し、
ラベルの確認、データベースの構築などをお
こなう。この作業には標本とラベルの対応、
標本の状態の記載、台帳との対応チェック、
汚れや破損の修復などを含む。それをもとに
データベースを構築する。これは哺乳類学の
専門である高槻成紀と林良博が担当する。標
本の修復などには高槻の指導により、モンゴ
ルの大学院生が当たる。データベースの整備
には鵜坂智則が当たる。この作業にはソ連体
制時代の記述法の解読や文献渉猟が不可欠
であるため、モンゴル側の協力者を必要とす
る。 
２年目にはその成果を現在の日本の大学
博物館がおこなっているレベルの高度な展
示をおこなう。前年度の調査によって標本群
の全貌が明らかになるので、それをもとに展
示のコンセプトを考える。これには多様な切
り口がある。モンゴルという平坦で乾燥した
環境に卓越する草原は、急峻で湿潤な環境の
日本の森林ときわめて対照的である。このこ
とから、日本とモンゴルの比較をすることは
生態学的にきわめて興味深い。そのために環
境から動植物までを、たとえばひとつの展示
室に対比させながら展示することは強い説
得力をもつであろう。また動物のサイズを比
較する、あるいは肉食と草食を比較するなど
の比較展示も興味深い。 
 

 
従来型の並列的配列を一定の意図で
配列すると新しい効果が生まれる 

 
 
それらを標本と解説を組み合わせて展示
する装置を考案する。同じ展示物でも解説の
様式やデザインによって見違えるように魅
力的になることは東京大学総合研究博物館
の展示において十分な経験をつみノウハウ
を持っている。これには全員が参画する。 
 

 

 
展示は配置やレイアウトなどにより
見違えるように魅力的になる 

 

 
一方、日本とモンゴルの研究者によってモ
ウコガゼルやそのほかの草原生態系の研究
がおこなわれてきた。ことにモウコガゼルの
長距離移動は世界で始めて明らかにされた。
この移動ルートを大型ディスプレーによっ
て動画展示すれば、魅力的な展示になるであ



 

 

ろう。 
このような展示内容は日本とモンゴルの
生物学研究者と日本の展示専門家が一同に
議論することで創出される。東京大学総合研
究博物館では研究者とデザイナーのコラボ
レーションにより大きな成果を生み、数々の
授賞をしてきた。その経験を活かし、モンゴ
ルの多様な生物相と日本の高度な展示技術
との出会いの機会を作る。この作業には西野
嘉章と鵜坂智則が当たる。 
 
 
４．研究成果 
 2007年 7月 11日～30日と 8月 22日～28
日にモンゴルを訪問し、以下のことを行った。
まず国立自然史博物館を訪問し、展示予定会
場を下見した。次にモンゴル科学アカデミー
を訪問し、標本整理の状況をきき、東京大学
総合研究博物館への寄贈予定標本を見た。動
物部門のラグバスーレン教授（部門長）は 3
ヶ月の訪日希望とのことであった。 
 2008年 1月 25日から 2月 25日までモンゴ
ル科学アカデミーのラグバスーレン博士を、
本計画の分担研究者である高槻成紀が所属
する麻布大学に招聘した。この間、麻布大学
において博物館学と動物生態学を修得して
もらい、セミナーを開催した。また秋篠宮殿
下が来訪されたときに同席してもらい、学術
交流をしてもらった。そして、2008年の夏に
おこなわれる東大での展示と、モンゴル国立
自然史博物館でおこなわれる展示について
の打ち合わせをおこなった。そして、展示試
料の説明文の原稿を書くなどの共同作業を
おこなった。 
 2008年には展示の準備のために5月にモン
ゴルを訪問し、7 月には以下の展示を実施し
た。 
 

Mongollian Wildlife: Findings of 
Japan-Mongolia Joint Team 

 
展示をおこなったモンゴル自然誌博
物館 

 
 この展示のために、林東京大学総合研究博
物館館長とモンゴル自然史博物館を訪問した。 
 開会式ではモンゴル科学アカデミー、国立
公園関係者、Patrisia D. Moehlman 博士など
野生動物研究者や支援機関関係者などが集ま

った。始めにモンゴル科学アカデミーのチャ
ドラー所長から挨拶があり、次に市橋康吉特
命全権日本大使から祝辞が述べられ、林館長
から挨拶があった。 
 展示では博物館所蔵の標本を木製ケースに
よって展示するとともに、日本とモンゴルの
研究成果を５分ほどのスライドにまとめこれ
を投影した．  
 

 
展示室の内部 

 

 
スライドによる投影の例 

 
 会期中に10カ国以上の国から17,000名、モ
ンゴルから16,000名もの訪問者があった。 
 国内では2008年7月から2009年2月まで東京
大学総合研究博物館において「草原の国の野
生動物―モンゴルから寄贈された哺乳類標
本」を展示した。 
 この計画は研究成果をあげるよりも標本整
理と展示を目的としたものであり、とくに国
際的に連携をとって実施したことは大きな意
義がある。モンゴル自然誌博物館はウランバ
ートルの観光地にもなっているため、会期中
にさまざまな国の17,000名もの訪問者があっ
たことは有意義であった。またモンゴル市民
が研究によって得られた成果を見ることで、
モンゴルの野生動物の魅力を再確認したこと
は、将来のモンゴルの野生動物の保全にとっ
ても有意義なことであった。 
 またこの計画はアジア圏の博物館ネットワ
ーク構築の構想の出発としておこなわれたも



 

 

のであり、今後のさらなる展開のひとつのモ
デルを示したといえよう。 
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〔その他〕 
博物館展示： 
1. "Mongolian Wildlife: Findings of 
Japan-Mongolia Joint Team," July-September, 
2008, Natural History Museum of Mongolia 
 
2. "草原の国の野生動物：モンゴルから寄贈さ
れた哺乳類標本展," 2008年7月26日～2009年2
月13日, 東京大学総研究博物館 
 
 
関連 webページ： 
1. 在モンゴル日本大使館ホームページで
の紹介記事： 
http://www.mn.emb-japan.go.jp/news/jp603.html 
 
2. 東京大学総合研究博物館「モバイルミュ
ージアムの海外ネットワーク「日本モンゴ
ル協同隊による野生動物調査」展案内ペー
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http://www.um.u-tokyo.ac.jp/mobilemuseum/M
M011MN-MONGOLIA.html 
 
3. 東京大学総合研究博物館「草原の国の野生
動物：モンゴルから寄贈された哺乳類標本
展」 展示案内ページ： 
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/exhibition/2008mo
ngolia.html 
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